＜浦戸湾展＞　浦戸湾シンポジウム
日時／１０月１５日（土）　１３:００開演
場所／国民宿舎「桂浜荘」　 参加料／無料
＊講演「浦戸湾の生き物たち」講演時間／１３:４０～１４:３０ 

講師／町田吉彦　（高知大学名誉教授）
水生動物学、魚類分類学の権威　町田吉彦博士が浦戸湾の生物の位置づけや魚種の変化などを解説し、今後の環境の変化にどう対応するのか、また、浦戸湾とどう付き合うのかについて報告します。
【要旨】
環境省が指定した国内88ヶ所の閉鎖海域のうち、浦戸湾は第10位にランクされている。 1950年から､浦戸湾は江ノロ川を経由して流れ込んだパルプ廃液により著しく汚染され、当時、日本最悪の海域であった。
この湾を救ったきっかけが1971年６月９日の｢高知パルプ生コン事件｣であるのは疑いない。 2003年から2008年までの調査で､187種の魚類が確認された。その後､浦戸湾初記録となるタイワンヒイラギが確認されており、188種という数字は蒲原稔治博士による30余年の調査で得られた194種にほぼ匹敵すると考えて良いだろう。注目すべきは浦戸湾が魚類を含む水生動物の絶滅危惧種の宝庫であるということである。絶滅危惧種でかつ高知県希少野生動植物に指定されているシオマネキとトビハゼを観察していると､彼らの将来は必ずしも明るくはないが､水質が改善された今､浦戸湾はかつてのように市民の憩いの場になる条件が整っていると考えられる。水や食だけでなく､風景や歴史に親しむ企画も推進してはどうだろうか。
＊パネル・討論「浦戸湾の過去・現在・未来」時間／１４:４５～１６:００
コーディネーター／町田吉彦　司会／丸林友文
テーマについて各専門分野のパネラーが自説を解説・討論し、浦戸湾を見つめる。
パネラー／田中正晴　（浦戸湾を守る会事務局長）
生コン事件をはじめ浦戸湾の豊富な知見、資料を活かし環境について解説
浦戸湾は「すぐれもの湾」の見地から自論を展開。
パネラー／長野博光　（アカメ研究家）
アカメの全国的な生息状況、生態の特殊性などアカメの実態を紹介し
　　　「アカメは幻の魚ならず」「アカメは高知県の立役者」を主張する。
パネラー／吉澤文治郎　（ひまわり乳業 ㈱代表取締役 社長）
「豊かな街の再生と水辺」と題して外国の例を紹介し浦戸湾水辺の活性化をねらう。
